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はじめに 

日本放射線技術学会（以下，本学会）では，平成28年4月の総会学術大会から，一般研究発表（口述およびCyPos）

のスライドを全面的に英語表記に変更しました．そして，その英語化に対応した教育事業として，まずは会員の英語ス

ライド作成を支援するためのセミナーが必要ということで，国際戦略委員会が中心となり，全国レベルでの英語スライド

作成セミナーの開催を平成26年度から始めました．この誌上ミニ講座は，第6回東北放射線医療技術学術大会で開催

された英語プレゼンテーション支援セミナーに参加できなかった会員の皆さんのために，セミナーの内容を要約してお

伝えするために用意されたものです．実際にセミナー会場に足を運んでいただいた方と同じくらい理解していただける

ように，セミナーで使用したスライドを元に，講演記録形式でまとめています．内容のほとんどは，英語スライド作成のノ

ウハウというよりは，研究発表の概念について述べた箇所が多いですが，これから英語でスライドを作成しようと考えて

おられる皆さんの参考になれば幸いです． 

１．なぜ，英語スライドなのか？ 

①日本放射線技術学会の使命 

近年，医用機器の発展や放射線被ばくへの関心の高さ

に応じて，放射線技術学の重要性が世界的に増していま

す．しかしながら，放射線技術学を専門とする学術団体

は，世界の中でも本学会だけだということ，さらに，放射線

技術学に関しては日本が能力・学術において世界の最高

レベルにあるということをご存知でしょうか？つまり，本学会

には優れた研究発表を日本から世界に発信する義務があ

ります，そして，そのためには「科学の世界の公用語」であ

る英語を使う必要があるのです．   

②学会国際化に向けて 

本学会の最終的な国際化に向けた事業のゴールは，平

成 28 年度から実施の一般研究発表のスライドの英語化

100％に加えて，平成 30 年の総会学術大会から口述発表

の 50％を英語化することです．本学会では，平成 25 年の

総会から，応募があった演題のうち，演題審査員によって

高い評価を受けた演題に対して英語口述発表推薦を行っ

ていますが，これは優秀な演題ほど，英語で発表していた

だいて，世界中から放射線技術学を学ぶために日本に集

結する研究者の欲求を満たしたいと考えるからです．ただ

し，学会は教育の場でもありますので，入門・専門講座は

日本語で実施しますし，スライドが 100％英語表記になって

も口述発表の半分は日本語発表ですので，ご安心くださ

い． 

 

 



③スライド 100％英語化のもう一つの目的 

平成 28 年度から開始するスライドの 100％英語化には，

もう一つの目的があります．それは，もう 1 度，多くの会員の

皆さんに学術研究発表の原点に戻っていただくということ

です．最近はスライド作成ソフトが普及し，誰でも簡単にス

ライドが作成できるようになったのですが，そのために十分

に推敲されていない研究発表が多く見受けられるようにな

ってきました．そして，このように推敲が不十分な日本語ス

ライド原稿は，英語スライドには直せません．つまり，英語ス

ライドを上手に作成するためには，言語に関係なく，一番

伝えたいことを正確に伝えるスライド作成がより重要になり

ます． 

④英語化に対する大きな勘違い 

英語化を推し進めるにあたっては，全国の会員の皆さん

からいくつもの反対意見をいただきました．その多くは「スラ

イドが英語になると発表の内容が理解できない」，「この学会

のレベルはそれほど高くない．」というものでしたが，それで

は皆さん，日本語のスライドであれば，全部，内容が理解で

きているのでしょうか？私の個人的な意見かもしれません

が，スライドが理解できるかどうかは，言語には関係なく，そ

の内容にあります． 

本学会のほとんどの会員の皆さんは，これまでに最低で

も 6 年間の英語教育を受けているはずです．しかし，その勉

強した英語を試験以外で使ったことはない人がほとんどで

はないでしょうか？英語はコミュニケーションのための道具

ですので,上手に話す必要なんてありません．研究発表で

大事なことは，自分が発見したことを会場にいる皆さんに知

ってもらうことです．そのために必要な英語は，中学生レベ

ルで十分なのです． 

２．研究発表のためのスライド作成の基本 

①学会口述発表と論文投稿の違い 

通常，口述発表時間は 7 分，質疑応答は 3 分です．わ

ずか７分の説明で，それまで知らなかったことを，どの程度

理解することが可能か，まず，自分の胸に手を当てて考え

てみてください．稀に，質疑応答の時間も使って 10 分間で

自分が行った実験のすべてを話し尽くす方がいますが，そ

れは，ただ用意した原稿を読み上げているだけで，相手に

伝えたことにはなりません．口述発表では，まず何を相手

に伝えたいかを良く考えて，その内容をできるだけわかり

やすく相手に伝える努力が必要です． 

 

 

 



②基本の基本（文字の大きさ） 

英語スライドに使用するフォントは英語用のゴシック体

(Arial)か，メイリョウ(Meiryo UI)がお勧めです．特にメイリョウ

はモニタやスライド表示用に開発されたフォントで，スライド

表示の際に視認が容易です．フォントサイズはパワーポイン

トであればデフォルトのスクリーンサイズで 28 ポイント以上，

18 ポイントより小さいフォントは後ろの席からは見えませんの

で，使わないようにしましょう． 

③図の大きさや配置を揃える 

「百聞は一見にしかず」というように，研究発表用スライド

では文章による説明よりも図や画像を提示する方が効果的

です．ただし，画像等を表示する場合には，その大きさや

配置を必ず揃えるようにしましょう．画像の大きさが違って

いたり，位置がずれていたりすると聴衆の注意がそちらに

逸れてしまい，肝心の本当に伝えたいことがぼやけてしま

います．最近のパワーポイントといったスライド作成ソフトで

は，位置や大きさの調整がとても簡単になっていますの

で，どんどん活用して，キッチリとしたスライドを作成するよう

に心がけましょう． 

④口述研究発表基本 

口述研究発表では，まず，「何のために(研究)を行った

か？」という説明が必要です．抄録の審査をしていると，頻

繁に「本研究では，○○の装置が新規導入されたので，そ

の物理特性を評価した」という表現を見かけますが，このよ

うな内容の抄録は，研究とは呼べません．「物理特性を評

価すること」は方法であり，目的ではありません．研究のた

めの研究ではなく，どんな些細なことでも良いので，その結

果が世の中にとってプラスとなるような研究を心がけ，そし

て，その点を発表の中でしっかりアピールすることが重要で

す． 
 

３．英語スライド作成の基本 

①英語スライドの作成手順 

英語のスライドを作るときに，まず気になるのは，「日本語

のスライドを作ってからそれを英語になおすのが良いのか，

それとも、直接，英語でスライドを作れば良いのか」ということ

だと思います．このセミナーで勧める方法は，「日本語スライ

ドを英語になおす」です．これは，母国語で発表内容を推敲

した方が，スライドのクオリティを高めることができるからで

す．既に日本語で発表したことのあるスライドを，英語にな

おすのでも良いです．  
 



②英語になおせないスライド 

日本語スライドから英語のスライドを作るためには，その

土台となる日本語のスライドがしっかりと作り込まれているこ

とが重要です．例えば，目的と結語が一致していなくてシナ

リオに問題があるものや，検討が十分でなく膨大なデータを

示しているような日本語スライドは英語に変換することが困

難です．また，日本語特有の曖昧な表現については，英語

化のために事前に見直しをして，必要であれば修正してお

く必要があります． 

②提示するデータが多すぎるスライド 

右に示すようなスライドは学会会場でもよく見かけられま

すが，伝えたいことが絞り切れていないために，結局は全部

を説明する時間が取れず，個々の図表も小さすぎて何が示

されているのかわかりません．さらに，スライドのタイトルは

「方法」となっていて，この言葉から得られる情報はとても少

ないです．口述発表では会場にいる方々に短い時間でど

れだけ自分の発表を理解してもらえるかが非常に重要です

ので，事前に必要な項目だけを抜き出して，それをできるだ

けわかりやすく説明するように心がけます．そうすれば，本

来の目的を容易に達成することが可能ですし，スライドを英

語化することによる文法ミスも少なくなります．右下のスライド

はその上のスライドを要約したスライドですが，上のスライド

と下のスライドを見比べた場合に，どちらの方がわかり易い

かは一目瞭然だと思います．タイトルはこのスライドが何を表

しているかを明確に示しており，図は会場の後ろの席からで

も容易に視認可能です．スライド作成の初期段階で上のよう

なスライドを用意することは悪い事ではありませんが，その段

階で満足するのではなく，もう少し自分の話を聞いてくれる

人の立場になって考えて，スライドを見直せば，下に示した

スライドのような形が自然と見えてくると思います． 

③グラフは１スライドに１つが基本 

スライドに使用するグラフは最大でも二つ，基本は 1 スラ

イドに一つと覚えましょう．稀に複数のグラフを 1 スライドに

含めている発表がありますが，複数のグラフを 1 スライドに

提示する理由がありません．縦軸，横軸の表記フォントは

小さくなりますし，グラフで示される値の変化も見えにくくな

ります．4 つのグラフを 1 スライドで表示することと，1 スライド

１グラフで 4 枚のスライドで表示することを比べれば 4 枚の

スライドの方が明らかに同じ時間内で聴衆に伝えられる情

報量が多くなります． 

 

 



④スライドタイトルは重要 

日本語の段階で，もう 1 度確認してもらいたいのが，各ス

ライドのタイトルです．特に，「方法」と「結果」では，その言葉

がもつ広～い意味に甘えて，「方法」や「結果」が何枚も続く

スライドを作ってしまうことがありますが，これはすごくもった

いないことです．なぜなら，スライドタイトルは，そのスライド

が表示されたときに，聴衆が最初に見るところで，そのスライ

ドを理解してもらうためには貴重な情報源だからです．そこ

で，日本語の段階で，そのスライドの内容を表すタイトルを

つけるように心がけましょう． 
 

３．英語スライド作成の実践テクニック 

①一般的な英語スライド構成 

7 分の口述発表の場合，日本語であれば，タイトル・利益

相反等のスライドを含めて 17-20 枚程度のスライドを用意す

れば良いと思いますが，英語スライドで発表する場合は，そ

の日本語スライドよりも数枚少なくして，17 枚程度にする方

が良いでしょう．その理由は，聴衆がスライドを理解するのに

必要な時間が日本語に比べて英語の方が少し長いと思わ

れるからです．さらに，スライド枚数を少なくすれば，それだ

け気持ちにゆとりができて，ゆっくり，丁寧に発表することが

できます． 

②英語スライドでのタイトルの表現法 その１ 

スライドに示しているのは，日本語タイトルでよく使われる

表現と対応する英語表現です．これらの詳細は，本学会 HP

の e-learning に掲載されています．学会の HP から会員ログ

インし，表示された画面から e-learning＞大会講義一覧＞

第66回総会学術大会＞ST 講座9：英語論文で，「効果的な

英文タイトルの作成法」というタイトルで色んな英文タイトル

の例が示されています． 

③英語スライドでのタイトルの表現法 その２ 

日本語スライドでは，「基礎的検討」というタイトルがよく使

われますが，英語ではどのように表現すれば良いでしょう

か？選択肢はいくつもありますが，有効な表現法の一つは

「： a preliminary study」というサブタイトルを追加することで

す．「：」の後の文言で，研究デザインをアピールします．そ

の他にも，右のスライドに示すような表現を用いることで，タ

イトルに微妙なニュアンスを含ませることができます．日本語

のタイトルでは，タイトルの後に「：○○」を加筆することはあ

まり馴染みがないかと思いますが，英語ではよく見られる表

現です．論文タイトルにも応用可能ですので，積極的に活

用していきたいものです．  



④英語スライドでのタイトルの表現法 その３ 

タイトルは短いものが理想的ですが，発表内容を正確に

伝えようとすると，どうしても長くなってしまいます．英語にす

ると，さらに長くなってしまうのですが，その際，改行位置に

気を遣うことで，読みやすいタイトルになります．パワーポイ

ントの自動改行機能に従って改行すると，【良くない例】のよ

うに「as a（改行）second opinion」，「breast（改行）cancer」と

なってしまいます．英語も，日本語と同じように，意味の区切

れで改行するようにしましょう． 

⑤施設名と所属 

施設名や所属名も英語だと長くなりがちなのですが，これ

らを短文化するテクニックを学びましょう．例えば，「〇〇大

学病院放射線部」の場合，英語のフル表記は”Department 

of Radiology, 〇 〇 University Hospital” で す

が，”Department”→”Dept.”，”Univerity”→ 

”Univ.”のように短縮表記すれば，長くなりがちな施設名や

所属名を短く表記することができます．共同研究者の所属

科の英語表現が分からないときは，英語化が進んでいる病

院の HP を参考にするのがおススメです． 

⑥施設名と所属 

目 的 は 「 Purpose 」 ， 目 的 が 複 数 あ る と き は 複 数 形

「Purposes」です．「本研究の目的は～□□特性を明らかに

することである」の読み原稿は，「The purpose of this study 

was to～」ですが，スライドに書くのは To 以降の下線部のみ

として簡潔な表現を心がけます．また，日本語だと目的は現

在形ですが，英語では過去形で表現することを忘れないで

おきたいです． 

⑦目的でよく使う英語表現 

ここで，目的でよく使う英語表現をいくつかご紹介します．

「本研究の目的は～」に対応する代表的な英語表現に，

「The purpose of this study was to～」，「The aim of this 

study was to～」，「This study was performed to～」などがあ

ります．目的が「～を明らかにすること」の場合は，「 to 

address～」，「～を評価すること」なら「to evaluate～」もしく

は「to assess～」，「～を比較すること」なら「to compare …to

～」もしくは「to compare …with～」，「～を開発すること」なら

「to develop～」，「～を解析すること」なら「to analyze～」，

「～を示すこと」なら「to demonstrate～」のように英語で表現

します． 

 



⑧意味を持たせたスライドタイトル（方法編） 

方法でよく使う日本語のスライドタイトルと，対応する英語

を示します．日本語の段階で，そのスライドの内容を表すタ

イトルにしておくと，あとは対応する英語に変換するだけで

す．もし，日本語のスライドタイトルが「方法」「方法」「方法」

…と続いていて，英語に変換するときに，そのスライドの内

容を表すタイトルにしようとすると，時間がかかるだけでなく，

自分が知っている英語で妥協してしまうかもしれません．日

本語の段階で，そのスライドの内容を表すタイトルにしましょ

う． 

⑨方法でよく使う英語表現 

ここでは方法でよく使う英語表現をいくつかご紹介しま

す．私たちの研究分野ですと，「～（手法/装置）を用いて

～」と表現することがよくあります．英語では，「with～」，「ｂｙ

～」，「using～」，「by use of～」いずれの表現でもかまいませ

ん．また，「～（画像）を取得した」は「We obtained～」，「～を

計測した」は「We measured～」，「～を計算した」は「We 

calculated～」のように表現します．方法の時制も過去形で

あることに注意しましょう．研究はすでになされた過去のこと

だからです．  

⑩これは使える！句読点の種類と用法 

日本語ではあまり馴染みはありませんが，英語ではコロン

とセミコロンの使い分けも重要です．英語で論文を書く際に

も活用できるので，しっかりおさえておきましょう．まず，コロ

ンですが，何かを列記，何かを説明・定義する際に使用しま

す．一方，セミコロンは，文章のつなぎや「，」の代用として使

用します．スライドに示す「管電圧, 120kV; 管電流, 80ｍA; 

パルス幅，6.3msec」という例の場合，「；」と「，」が混在してい

て分かりにくく感じるかもしれませんが，区切りの強さのルー

ルを理解しておけば，正しい区切りで理解できるようになりま

す． 

⑪意味を持たせたスライドタイトル（結果編） 

結果のスライドタイトルは，「表やグラフの内容を表すタイ

トル」もしくは「結果を述べたタイトル」にします．例えば，日

本語のスライドタイトルが「A の B に対する効果」の場合，ど

んな効果だったのかまで表した「A の使用で B が改善した」

に意訳してから英語になおします．「条件 C での D の精度」

なら，その精度がどうだったのかまで表したタイトルにしま

す．スライドタイトルに結果を書くことで，そのスライドが表示

された瞬間に，一番伝えたい結果を伝えることができるので

おススメです． 

 

 



⑫結語の英語表現 

「 結 語 」 は 「 Conclusion 」 ， 結 論 が 複 数 あ る と き は

「Conclusions」です．結語で一番大切なのは，目的と対応

した内容になっていることです．例えば，目的が「A の B に

おけるCという特性を明らかにすること」なら，結語は，「Aの

B における C という特性を明らかにした」となり，英語の読み

原稿は，”We found that A indicated C in B”となり，スライド

には that より後の”A indicated C in B”を書きます．この他，

示唆された時は「It is suggested that」，期待されるときは「It 

is expected that」となります． 

⑬WEB 活用術 

英語表現が正しいかどうかセルフチェックしたいときにお

ススメなのが，Google Scholar です．一般的に使われている

Google と違い，学術的な文献やサイトのみを対象に，英単

語や熟語の使用法を調べられます．自分が検索した表現

がリストアップされれば正しい表現である，と判断できます．

完全に一致する文章だけを検索したいときは，このようにダ

ブルクオテーションでくくって検索しますし，また，どんな副

詞が一緒に使われるかを調べたいときは，その副詞をアス

タリスクマークで置き換えて検索すれば OK です． 

⑭英語スライド作成のカギ 

自分が行った研究の内容を相手に伝える方法は，考え

れば考えるほど，無限に存在します．ですから，スライドを

作成する際には，すぐにパワーポイントに向かうのではな

く，まずは，どのように発表すればわかってもらえるのか，手

書きで紙芝居のようなものを何度も繰り返し作って考えてみ

ましょう．そして，出来上がったと思った後でも，無駄な表現

や重複がないかを，聴衆の立場になって何度も見直すよう

にしましょう． 

 

おわりに 

英語スライド100%化を実現させた第72回総会学術大会で，どのような英語スライドが用意され，そして研究発表が

なされるのか，期待と不安の入り混じった気持ちで4日間の学会に参加しました．確かにわかりにくいスライドもありまし

たが，私は最初に英語スライド化を試みた年度の学会としては，十分に合格点が付けられたのではいかと思っていま

す．このセミナーの最初でいつも話しているように，スタートすることが一番大事で，そのスタートを好調にきったというこ

とは，本学会にとっては前途洋洋なことだと思います．経験がないのだから，最初は上手にできなくて当たり前で

す．大切なのは，とにかく始めること．そして，皆で一緒にレベルアップしていくことです．本稿が，英語

スライド作成の一助になれば幸いです． 


